
                        

                       

い
ず
み 

 

白
と
水
を
重
ね
て
「
泉
」
と
書
く
。 

何
故
白
な
の
か
、
石
清
水
が
白
く
見
え
る

と
こ
ろ
か
ら
と
か
。 

「
漢
字
の
起
源
」
に
は
「
水
お
の
ず
か

ら
出
づ
る
を
泉
と
為
す
」
と
あ
る
。
源
流

の
最
初
の
水
は
一
滴
に
過
ぎ
な
い
、
と
は

良
く
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
。 

以
前
は
、
八
王
子
の
丘
陵
地
か
ら
は
多

く
の
泉
が
湧
き
出
て
い
た
。
今
は
住
宅
な

ど
の
造
成
地
が
激
増
し
、
山
里
か
ら
の
湧

水
が
激
減
し
た
。
が
、
こ
こ
井
戸
尻
の
泉

は
健
在
で
あ
る
。
市
内
に
は
、
名
水
百
選

に
ふ
さ
わ
し
い
湧
水
や
良
水
が
沢
山
あ
る
。 

 

二
十
一
世
紀
中
に
は
、
レ
ア
ー
メ
タ
ル

ど
こ
ろ
か
水
戦
争
が
起
き
る
と
聞
く
。
八

王
子
市
で
は
、
多
摩
川
な
ど
か
ら
水
を
供

給
し
て
貰
い
、
現
在
は
恵
ま
れ
て
い
る
状

態
で
あ
る
が
、
尊
い
「
泉
」
を
汚
さ
ぬ
よ

う
心
か
ら
祈
り
た
い
。 

五
輪
塔
の
現
す
と
こ
ろ
地
（
方
）
水
（
球
）

火
（
三
角
）
風
（
半
球
）
空
（
宝
珠
）
は
、 

そ
の
訓
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

犬目清水公園 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

遊
水
池
が
綺
麗
な
清
水
公
園
か
ら
西
へ
、

犬
目
道
の
脇
道
を
出
た
り
入
っ
た
り
、
凡

そ
六
㎞
の
散
歩
で
あ
る
。 

 

犬
目
に
は
北
斜
面
に
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た

神
社
が
多
い
。
今
で
も
山
間
に
湧
き
出
る

御
手
洗
の
泉
を
始
め
、
甲
明
神
、
地
蔵
菩

薩
、
観
音
山
、
百
万
遍
供
養
塔
、
山
祇
神

社
、
犬
目
学
舎
が
あ
っ
た
祥
雲
寺
へ
。
多

く
の
専
門
家
を
生
み
出
し
た
陶
鎔
小
学
校

へ
と
続
く
。 

 

千
人
同
心
の
斉
藤
家
の
長
屋
門
を
見
た

後
、
市
内
で
一
番
古
い
と
さ
れ
る
馬
頭
観

音
を
拝
見
。
更
に
庚
申
塔
、
熊
野
神
社
、

御
嶽
神
社
、
八
雲
神
社
へ
と
歩
く
。
そ
こ

か
ら
川
口
川
の
唐
犬
橋
を
渡
り
、
困
民
党

指
導
者
塩
野
倉
之
助
屋
敷
跡
へ
。
こ
こ
に

は
御
嶽
神
社
と
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
次
に
、
飯
綱
神
社
、
市
内
で
も
数
少

な
い
将
軍
地
蔵
を
拝
し
た
後
、
安
養
寺
へ
。 

寺
内
に
は
塩
野
倉
之
助
の
石
碑
と
墓
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
必
見
。
で
き
れ
ば
山
王

神
社
を
お
参
り
し
、
散
策
を
終
わ
る
。 

①
清
水
公
園 

 
 

 
 

 

犬
目
町
一
四
三
の
二 

 

犬
目
町
の
旧
小
字
に
井
戸
尻
（
い
ど
じ

り
）
が
あ
る
。
明
治
三
十
年
頃
（
一
八
九

七
）
の
地
図
を
見
る
と
、
井
戸
尻
の
大
湧

水
は
、
川
口
川
に
注
ぐ
ま
で
二
百
ｍ
の
長

い
湧
水
川
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
代
ま
で
、
夏
は
付
近
の
子

供
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
た
。 

 

昭
和
三
十
年
代
後
半
よ
り
、
都
市
化
の

波
を
う
け
て
、
大
学
・
住
宅
建
設
に
伴
う

道
路
工
事
、
川
沿
い
の
低
地
の
埋
め
立
て

工
事
、
川
口
川
の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、

大
湧
水
群
は
地
下
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
。 

現
在
、
そ
の
一
部
は
清
水
公
園
と
し
て
市

民
の
憩
い
の 

場
と
な
っ
て 

い
る
。 

     

                       
工学院大学犬目校舎バス停 

清水公園 
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②
御
手
洗

み

た

ら

し

の
泉 

神
社
や
寺
院
に
は
、
き
ま
っ
て
御
手
洗

所
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。
参
詣
の
前

に
手
を
洗
っ
た
り
口
を
す
す
い
だ
り
す
る

た
め
の
水
を
置
い
て
あ
る
場
所
だ
。
御
手

洗
と
い
う
地
名
は
、
そ
の
昔
附
近
に
人
々

の
信
仰
の
対
象
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。 

下
犬
目
の
御
手
洗
の
泉
は
、
加
住
南
丘

陵
沿
い
の
旧
道
か
ら
参
道
を
北
側
に
八
十

ｍ
ほ
ど
登
っ
た
左
側
に
あ
る
。
昔
、
渇
水

が
続
き
、
井
戸
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
泉
だ
け
は
枯
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
附
近
の
村
人
達
が
昭
和
の
初
期
頃

ま
で
、
緊
急
時
の
飲
料
水
と
し
て
利
用
し

て
い
た
と
い
う
。 

直
径
一
・
五
ｍ
位
の
円
形
の
泉
で
、
現

在
も
脈
々
と
湧
き
出
て
い
る
。 

    

                        

③
甲

か
ぶ
と

明
神 

下
犬
目
を
東
西
に
走
る
旧
道
の
十
字
路

を
ま
っ
す
ぐ
登
る
と
、
甲
明
神
の
石
の
鳥

居
が
正
面
に
現
れ
る
。
明
治
の
富
豪
関
谷

源
兵
衛
（
第
七
、
八
代
八
王
子
市
長
）
が

建
立
。 

石
段
を
登
る
と
、
狭
い
境
内
に
四
尺
四

方
の
拝
殿
が
あ
る
。
祭
神
は
、
前
田
・
上

杉
軍
の
残
し
た
兜
と
の
伝
承
が
あ
る
。 

甲
ノ
原
バ
ス
停
附
近
の
畑
に
甲
明
神
の

鳥
居
や
御
飯
塚
が
あ
っ
た
が
、
鳥
居
は
昭

和
五
十
年
頃
、
宅
地
開
発
の
た
め
神
社
の

近
く
に
移
さ
れ
、
御
飯
塚
は
地
名
の
み
が

残
っ
て
い
る
。 

●
天
神
宮 

 

天
神
宮
は
、
甲
明
神
境
内
の
西
側
に
、

鎮
座
し
て
い
る
。 

 

菅
原
道
真
を
主
神
と
す
る
天
神
信
仰
は

学
識
及
び
人
格
を
敬
い
慕
う
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
学
問
の
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
石
祠
に
は
、
四
名
の
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

現在の御手洗の泉 御手洗の泉への道 
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甲（かぶと ）明神 

社（やしろ） 

杉の参道 

天神宮（学問の神様） 

甲の原バス停 

甲（かぶと ）明神 
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④
地
蔵
菩
薩 

 

下
犬
目
の
山
裾
の
旧
道
、
観
音
山
の
入

口
に
地
蔵
堂
が
あ
る
。
地
蔵
菩
薩
に
は
、

「
下
犬
目
村
念
仏
講
中 

願
主 

須
崎
伴

右
衛
門 

安
永
二
巳
歳
（
一
七
七
三
）
吉

祥
日
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。 

 

仏
教
で
い
う
菩
薩
の
一
つ
で
、
観
音
と

並
ん
で
民
間
に
根
強
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

 

地
蔵
が
子
供
の
姿
で
現
れ
た
と
い
う
話

は
「
今
昔
物
語
集
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
。 

 

左
手
に
宝
珠
、
右
手
に
錫
杖
を
持
ち
、

人
々
を
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
と
い

う
地
蔵
信
仰
は
、
現
世
で
の
利
益
を
求
め

る
風
潮
を
生
み
出
し
た
。 

●
甲
ノ
原
（
兜
ノ
原
） 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
「
村
の
東
の
方
な

る
畑
な
り
、
此
処
の
甲
の
観
音
と
号
す
る

堂
あ
り
し
と
、
又
こ
の
上
に
甲
の
明
神
の

社
あ
り
と
云
う
。
そ
の
わ
け
は
、
詳
か
な

ら
ず
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
加
賀

勢
八
王
子
城
を
攻
め
る
と
き
、
犬
目
村
、

川
口
村
を
放
火
せ
し
由
伝
う
・
・
」
云
々
。 

                       

⑤
観
音
山
（
稲
荷
神
社
・
三
峰
神
社
） 

 

旧
道
か
ら
民
家
の
間
を
少
し
登
る
と
観

音
山
に
出
る
。
山
上
の
拓
け
た
一
角
に
は

昔
観
音
堂
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

東
側
に
稲
荷
神
社
、
西
側
に
三
峰
神
社
の

小
祠
が
並
ん
で
い
る
。
観
音
堂
に
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
観
音
像
は
、
現
在
、
安
養

寺
境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

●
稲
荷
信
仰 

 

日
本
で
も
っ
と
も
広
く
信
仰
さ
れ
続
け

て
来
た
の
が
「
稲
荷
」
で
あ
る
。 

 

稲
荷
詣
で
の
こ
と
は
「
今
昔
物
語
」
に 

「
稲
荷
ニ
参
テ
、
百
日
籠
テ
、
祈
願
ス
ル
」

と
あ
る
。
そ
の
稲
荷
と
は
、
京
都
の
伏
見

稲
荷
大
社
で
、
身
分
を
超
え
て
人
々
が
詣

で
る
と
い
う
点
に
、
稲
荷
信
仰
の
大
き
な

特
色
が
あ
る
。
全
国
の
神
社
の
三
分
の
一

は
稲
荷
神
社
で
あ
る
。 

本
来
稲
荷
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る

田
の
神
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
商
売
繁

盛
の
神
、
商
工
業
の
守
神
と
し
て
信
仰
を

集
め
て
い
る
。 

地蔵菩薩 観 音 堂 



5 
 

       

●
三
峰
信
仰 

 

三
峰
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
本
来
三

つ
の
峰
よ
り
な
る
霊
場
で
、
雲
取
山
、
白

岩
山
、
妙
法
ヶ
岳
の
三
山
で
あ
る
。 

 

三
峰
の
信
仰
は
「
お
犬
様
」
の
信
仰
で

も
あ
る
。
参
詣
者
や
信
徒
の
中
に
も
「
三

峰
様
」
即
「
お
犬
様
」
と
思
い
込
ん
で
い

る
人
が
多
い
。
お
犬
様
と
は
つ
ま
り
「
狼

信
仰
」
で
、
特
に
江
戸
時
代
、
こ
の
信
仰

が
盛
ん
に
な
り
、
多
摩
地
方
は
も
と
よ
り

関
東
一
円
に
広
く
伝
播
し
、
各
地
に
三
峰

講
が
広
が
っ
た
。 

 

留
守
の
家
を
、
盗
難
か
ら
守
り
、
火
難

を
防
ぎ
、
作
物
を
あ
ら
す
害
虫
に
は
、
お

札
を
割
竹
に
さ
し
て
畠
に
た
て
て
お
け
ば

虫
が
つ
か
な
い
と
い
わ
れ
た
。 

⑥
百
万
遍
供
養
塔
と 地

蔵
菩
薩 

 

供
養
塔
は
正
面
に
蓮
の
花
、
そ
の
上
に

二
十
四
字
の
梵
字
（
ぼ
ん
じ
）
を
円
形
に

配
し
、
左
側
面
に
は
「
武
州
下
犬
目
村
女

講
、
天
明
六
丙
午
中
（
一
七
八
六
）
季
九

月
如
意
日
」
と
刻
ん
で
あ
る
。 

 

地
蔵
は
昔
か
ら
、
か
わ
い
い
小
僧
の
姿

で
現
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
子
供
を

守
っ
て
く
れ
る
菩
薩
と
し
て
、
親
子
と
も

ど
も
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。 
 

地
蔵
尊
の
前
に
小
石
を
積
ん
で
、
子
供

の
遺
品
や
好
物
な
ど
を
供
え
る
風
習
が
み

ら
れ
る
。 

        

                       
百万遍供養塔 

百万遍供養塔と地蔵菩薩 

   扁  額 
正一位稲荷大明神 
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●
百
万
遍
の
念
仏
に
つ
い
て 

「
百
万
遍
供
養
塔
」
は
、
全
国
に
わ
た
っ

て
分
布
し
て
い
る
。 

 

信
仰
の
内
容
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

百
万
回
唱
え
る
念
仏
行
事
で
、
成
就
す
る

と
そ
の
証
し
と
し
て
、
供
養
塔
を
造
立
す

る
と
い
う
。 

 

そ
の
行
法
に
は
二
通
り
あ
り
、
そ
の
一

つ
は
、
一
人
が
日
を
限
っ
て
そ
の
期
間
に

念
仏
を
百
万
遍
唱
え
る
行
法
。
二
つ
め
は
、

百
ま
た
は
千
個
の
大
型
の
数
珠
を
、
念
仏

講
中
が
車
座
に
な
っ
て
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ

ツ
」
を
一
唱
す
る
ご
と
に
一
つ
繰
り
、
総

計
が
百
万
回
に
い
た
れ
ば
諸
願
成
就
に
到

達
す
る
行
法
で
あ
る
。 

 

念
仏
と
は
、
仏
を
念
ず
る
、
も
し
く
は

口
称
し
て
自
ら
が
解
脱
往
生
す
る
手
段
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
、
念
仏
講

が
農
村
で
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

葬
式
の
み
で
な
く
虫
送
り
、
厄
病
除
け
、

悪
霊
退
散
な
ど
の
呪
術
的
色
彩
が
強
く
な

っ
た
。 

●
「
念
仏
講
」
村
人
の
集
い 

 

念
仏
講
は
、
念
仏
講
中
と
呼
ば
れ
る
集

ま
り
で
、
お
も
に
婦
人
の
集
ま
り
で
あ
る
。 

 

そ
の
規
模
は
、
集
落
の
大
小
に
よ
り
一

定
で
は
な
い
が
、
十
戸
か
ら
二
十
戸
を
普

通
と
し
て
い
る
。 

 

先
祖
な
ど
を
供
養
す
る
た
め
に
、
仏
壇

の
あ
る
部
屋
で
、
音
頭
を
と
る
人
が
鉦
を

た
た
き
、
人
々
は
車
座
に
す
わ
っ
て
長
い

数
珠
を
順
々
に
ひ
ざ
の
上
で
繰
り
な
が
ら

「
六
字
の
名
号
」
な
ど
の
念
仏
唄
を
唱
え

た
。
江
戸
時
代
の
中
・
末
期
か
ら
明
治
・

大
正
期
に
か
け
て
、
ほ
と
ん
ど
の
町
で
、

月
並
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

念
仏
講
の
な
ご
り
を
残
す
も
の
と
し
て
、

葬
式
が
終
っ
た
夜
、
近
隣
の
者
と
親
族
等

に
よ
っ
て
お
念
仏
（
葬
式
念
仏
）
を
あ
げ

る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。 

 

三
十
分
か
ら
一
時
間
ほ
ど
念
仏
を
唱
え

た
後
、
ち
ょ
っ
と
し
た
茶
菓
子
の
も
て
な

し
が
あ
り
、
古
く
は
数
少
な
い
娯
楽
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
近
年
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、

転
入
世
帯
の
激
増
と
共
に
住
民
の
生
活
と

意
識
も
変
わ
り
、
ま
だ
わ
ず
か
に
残
っ
て

い
る
念
仏
講
や
代
参
講
も
年
々
減
る
傾
向

に
あ
る
。 

 

●
念
仏
講
碑
と
葬
鐘 

 

高
尾
街
道
沿
の
旧
小
名
、
谷
戸
か
ら
右

折
し
て
加
住
方
面
へ
向
か
う
旧
道
の
片
隅

に
、
念
仏
講
碑
が
あ
る
。
明
和
年
間
（
一

七
六
四
～
七
二
）
建
立
の
念
仏
講
碑
で
、

念
仏
講
中
「
中
犬
目
」
と
銘
記
さ
れ
て
い

た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、

碑
の
上
部
が
破
損
し
て
な
く
な
り
、
そ
の

下
部
の
み
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
念
仏

講
の
文
字
を
か
す
か
に
読
み
と
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

な
お
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
、
新
た
に

谷
戸
念
仏
講
碑
が
、
講
中
氏
子
有
志
に
依

り
旧
碑
の
傍
ら
に
建
立
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
古
く
か
ら
葬
式
の
進
行
を
広
知

し
た
葬
鐘
が
あ
る
。
こ
の
葬
鐘
に
は
、
天

明
年
間
講
中
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
。 
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⑦
山
祇

さ

ん

ぎ

神
社
（
山
ノ
神
） 

 

下
犬
目
の
山
沿
い
の
旧
道
を
少
し
入
り
、

谷
戸
田
を
左
に
見
な
が
ら
右
側
の
山
道
を

四
十
ｍ
ほ
ど
登
る
と
、
山
の
中
腹
（
小
字

二
ノ
谷
）
に
、
山
祇
神
社
の
拝
殿
が
あ
る
。

間
口
一
間
、
奥
行
き
一
間
半
の
新
し
い
建

物
で
あ
る
。
薪
や
炭
焼
き
が
行
わ
れ
た
時

代
に
、
村
人
た
ち
が
山
の
繁
栄
と
仕
事
の

安
全
を
祈
願
し
た
と
い
う
。 

            

⑧
神
明

し
ん
め
い

神
社 

 

下
犬
目
旧
小
字
、
堂
ノ
下
の
旧
道
よ
り

二
十
ｍ
ほ
ど
入
っ
た
丘
陵
の
中
腹
に
、
神

明
神
社
が
あ
る
。 

 

各
地
に
、
伊
勢
の
神
宮
を
勧
請
し
た
社 

が
創
建
さ
れ
、
現
在
で
は
、
天
照
大
神
を

お
祀
す
る
神
社
は
、
全
国
的
な
規
模
の
国

民
信
仰
を
形
成
し
て
い
る
。 

             

谷戸念仏講碑と地蔵尊 
 

山祇神社 

神明神社 内 宮 
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⑨
祥
雲
寺
跡 

宗
派 
曹
洞
宗
戸
吹
桂
福
寺
末 

本
尊 

薬
師
如
来 

開
創 

年
代
不
詳 

 

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
本
堂

消
失
、
往
時
を
偲
ぶ
も
の
は
薬
師
堂
だ
け

で
あ
る
。 

                

                       

⑩
陶
鎔
小
学
校 

 
 

 
 

 

犬
目
町
五
十
六
番
地 

 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
、
陶
鎔
小

学
校
の
前
身
で
あ
る
犬
目
学
舎
が
祥
雲
寺

に
、
楢
原
学
舎
が
念
西
庵
に
、
そ
れ
ぞ
れ

開
設
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
前

二
学
舎
を
合
併
し
、
陶
鎔
学
校
と
し
た
。 

 

校
名
の
陶
鎔
は
、
戸
長
青
木
鎮
郷
、
副

戸
長
小
野
珍
制
が
命
名
。 

人
格
を
錬
磨
し
陶
冶
す
る
意
を
以
て
名
付

け
ら
れ
た
と
い
い
、
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
公
立
学
校
と
な
る
。 

 

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
に
は
、

八
王
子
市
立
陶
鎔
小
学
校
と
改
称
。
昭
和

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
市
立
楢
原
小
学

校
を
併
置
し
開
校
、
同
年
八
月
、
楢
原
小

学
校
は
新
校
舎
落
成
に
よ
り
移
転
。 

 

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
創
立
百

周
年
記
念
行
事
を
行
っ
た
。 

  
祥雲寺跡 

歴代住職の印塔墓 

祥雲寺跡 地蔵菩薩 
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●
地
蔵
尊
（
道
し
る
べ
） 

 

高
尾
街
道
を
戸
吹
方
面
へ
向
い
、
中
犬

目
の
信
号
を
過
ぎ
て
大
き
く
右
に
カ
ー
ブ

す
る
処
の
右
側
に
、
宮
下
・
青
梅
に
続
く

旧
道
の
入
口
が
あ
る
。
そ
の
辻
隅
に
鎮
座

し
て
道
し
る
べ
を
兼
ね
、
旅
人
の
健
康
と

安
全
を
祈
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

当
時
の
旅
人
の
情
景
が
思
い
浮
か
ぶ
。 

 

し
か
し
、
近
年
の
都
市
化
に
伴
う
道
路

拡
幅
工
事
の
た
め
移
さ
れ
、
現
在
は
陶
鎔

小
学
校
の
北
門
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

            

 
         

    

                       

陶鎔小学校 

道しるべの碑 道しるべの説明板 

齋藤氏宅 庭角の地蔵尊ほか 新築の千人同心長屋門 
（齋藤氏宅） 
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⑪
馬
頭
観
音 

 

川
口
川
の
明
治
橋
際
に
、
馬
頭
観
音
が

ひ
っ
そ
り
と
鎮
座
し
て
い
る
。
今
は
年
号

を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
元
禄
四
年

の
作
で
、
八
王
子
で
も
最
古
の
馬
頭
観
音

だ
と
い
う
。 

 

昔
は
、
人
間
の
生
活
に
深
い
関
わ
り
を

持
つ
動
物
と
し
て
、
馬
が
日
々
の
暮
し
の

中
に
密
着
し
て
い
た
。 

 

重
要
な
働
き
手
で
あ
っ
た
馬
の
無
病
息

災
を
祈
願
し
た
り
、
亡
く
な
っ
た
馬
の
冥

福
を
祈
る
た
め
に
供
養
塔
を
道
端
に
建
立

し
た
の
が
、
馬
頭
観
音
信
仰
で
あ
る
。 

          

        

⑫
庚
申
塔
（
西
川
原
） 

 

江
戸
時
代
、
犬
目
村
の
高
札
場
の
あ
っ

た
旧
小
名
川
原
に
、
元
禄
時
代
の
文
字
庚

申
塔
と
青
面
金
剛
が
並
ん
で
お
り
、
次
の

よ
う
な
刻
字
が
あ
る
。 

「
武
州
多
摩
郡
小
宮
領
犬
目
村
願
主
講
中
、

二
十
二
人 
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
酉

九
月
十
九
日
、
修
復
造
立 

寛
政
五
癸
丑

年
（
一
七
九
三
）
十
月
二
十
二
日
」 

 

青
面
金
剛
は
元
禄
六
年
に
造
立
さ
れ
、

そ
の
百
年
後
に
修
造
さ
れ
る
と
同
時
に
、

文
字
庚
申
塔
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

   

                       

 
 

馬頭観音 

馬頭観音 

庚 申 塔 庚申塔と地蔵菩薩 
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⑬
熊
野
神
社 

 

鳥
居
を
く
ぐ
り
急
な
階
段
を
登
る
と
、

境
内
の
正
面
に
拝
殿
が
あ
る
。 

拝
殿
は
間
口
三
間
、
奥
行
二
間
、
さ
ら

に
二
間
の
覆
堂
が
あ
る
。
覆
堂
に
鎮
座
す

る
本
殿
は
、
四
隅
の
柱
上
、
柱
下
共
に
、

龍
と
狛
犬
の
彫
物
、
三
面
の
壁
に
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

石
段
手
前
の
灯
篭
に
は
、「
奉
献
御
神
前
、

寛
政
三
辛
亥
歳
（
一
七
九
一
）
九
月
吉
祥

日
、
武
州
多
摩
郡
犬
目
村
施
主
氏
子
中
、

惣
氏
子
他
四
人
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

           

 
                      

⑭
犬
目
会
館 

犬
目
町
八
六
三 

                 

 

 

熊野神社殿 

熊野神社 

見事な彫刻 

犬目会館 
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⑮
御
嶽

み

た

け

神
社 

祭
神 

日
本
武
尊 

創
立 

不
詳 

 

旧
小
字
、
堀
西
の
残
堀
川
を
渡
り
正
面

の
石
段
を
登
る
と
中
腹
の
五
十
坪
ほ
ど
の

境
内
に
、
間
口
二
間 

奥
行
一
間
半
の
拝

殿
が
あ
り
、
二
間
四
方
の
覆
堂
に
本
堂
が

あ
る
。 

 

御
嶽
神
社
は
犬
目
村
の
村
社
と
し
て
地

区
内
最
大
の
氏
子
を
抱
え
て
い
る
。 

 

昭
和
三
十
年
代
中
頃
ま
で
、
村
内
会
や

青
年
団
を
中
心
に
毎
年
四
月
八
日
、
盛
大

な
祭
礼
が
行
わ
れ
た
。 

 

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
社
殿
を
焼
失 

し
た
が
、
そ
の
後
再
建
し
て
い
る
。 

       

            
           

●
千
鳥
新
太
郎
劇
団 

 

戦
後
八
王
子
に
生
ま
れ
た
地
方
劇
団
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
頃
、
戦
禍

に
よ
り
荒
廃
し
た
八
王
子
に
千
鳥
新
太
郎

が
結
成
し
た
劇
団
で
、
国
定
忠
治
、
一
本

刀
土
俵
入
り
な
ど
、
任
侠
・
ま
た
旅
も
の

を
得
意
と
し
、
当
時
の
庶
民
の
人
気
を
博

し
て
い
た
。 

 

八
王
子
を
中
心
に
、
近
隣
周
辺
を
舞
台

に
、
祭
礼
、
縁
日
な
ど
で
活
躍
し
た
。
特

に
、
犬
目
・
御
嶽
神
社
の
祭
礼
で
の
芝
居

は
大
人
気
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
一
月
二

十
九
日
、
座
長
の
千
鳥
新
太
郎
（
本
名
内

田
義
雄
）
の
死
去
に
よ
り
、
一
時
代
を
終

え
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
り
千
鳥
劇

団
と
し
て
継
続
し
て
い
る
と
い
う
。 

      
御嶽神社奥殿 御嶽神社 

ポスター 

扁 額 
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三 度 笠 

千鳥新太郎 
（内田義雄） 

絵図の左には芝居小屋が 

刀 
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⑯
八
雲
神
社 

 

拝
殿
は
間
口
、
奥
行
と
も
二
間
で
覆
堂

が
あ
る
。 

 

八
雲
神
社
は
江
戸
時
代
ま
で
牛
頭
天
王

（
ご
ず
て
ん
の
う
）
社
と
よ
ば
れ
て
い
た
。 

 

京
都
・
八
坂
神
社
も
牛
頭
天
王
社
と
も

い
わ
れ
、
疫
病
退
散
や
邪
気
祓
い
に
効
験

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

牛
頭
天
王
社
は
明
治
以
降
八
雲
神
社
と

改
称
さ
れ
、
同
時
に
祭
神
も
、
そ
れ
ま
で

の
牛
頭
天
王
か
ら
須
佐
之
男
命
に
改
め
ら

れ
た
。
創
立
年
月
日
不
詳
。 

           

             
⑰
塩
野
倉
之
助
屋
敷
跡 

川
口
川
の
唐
犬
橋
を
南
方
向
に
渡
り
直

ぐ
右
へ
曲
が
る
狭
い
道
が
あ
る
。
突
き
当

り
が
塩
野
倉
之
助
の
屋
敷
跡
で
あ
る
。 

屋
敷
跡
に
は
御
嶽
神
社
が
奉
ら
れ
鳥
居

の
前
に
は
立
派
な
「
困
民
党
指
導
者
塩
野

倉
之
助
屋
敷
跡
」
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
正
面
の
右
側
に
は
庚
申
塔
と

思
わ
れ
る
石
碑
と
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。 

             
         

  
拝 殿 

八雲神社 

屋敷跡の地蔵尊 倉之助屋敷跡碑と御嶽神社 
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⑱
大
六
天
神
社
・
飯い

い

綱づ

な

神

社 
 

飯
綱
神
社
は
上
犬
目
の
中
原
に
あ
る
。 

石
の
鳥
居
を
入
る
と
、
間
口
二
間
奥
行 

三
間
の
拝
殿
が
あ
り
、
拝
殿
に
は
「
お
日 

待
」
の
炉
が
切
ら
れ
て
い
る
。 

 

社
内
に
は
「
当
社
再
建
の
棟
札
存
在
し 

処
、
明
治
十
年
八
月
、
乞
食
非
人
等
夜
宿 

し
、
右
棟
札
を
採
り
集
め
、
焚
物
と
し
て 

終
に
焼
失
せ
し
、
そ
の
時
の
札
に
は
、
明 

治
元
年
五
月
、
別
当
犬
目
山
安
養
寺
と
之 

有
候
、
後
后
の
為
一
筆
寸
言
記
載
申
置
く 

事
上
犬
目
村
中
原
氏
子
中
社
掌
敬
白
」
と 

あ
る
。
高
尾
山
ゆ
か
り
の
神
社
で
安
養
寺 

の
別
当
で
あ
っ
た
。 

 

ち
な
み
に
、「
お
日
待
」
と
は
、
特
定
の 

日
に
村
内
の
同
信
者
が
集
ま
っ
て
お
籠
り 

を
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
庚
申
、
甲
子
、 

巳
の
日
な
ど
の
お
籠
り
は
、
古
く
か
ら
の 

伝
承
行
事
で
、
こ
の
日
は
仕
事
を
休
み
精 

進
料
理
を
食
べ
る
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
。 

                        

 

●

中原遺

跡 
 

上
犬
目
・
加
住
南
丘
陵
の
中
原
台
地
に 

位
置
し
、
南
麓
か
ら
東
南
東
に
向
か
っ
て 

派
出
し
た
舌
状
の
台
地
で
あ
る
。
台
地
上 

に
散
布
す
る
遺
物
は
、
主
と
し
て
縄
文
時 

代
中
期
に
属
す
る
も
の
が
、
海
抜
百
四
十 

ｍ
の
等
高
線
に
囲
ま
れ
、
地
域
全
体
に
広 

が
っ
て
い
る
。 

 

部
分
的
に
は
、
弥
生
式
土
器
片
、
土
師 

器
片
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
台
地
が
、
本
格
的
な
研
究
の
対
象 

と
し
て
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
の
は
昭
和
二 

十
二
年
以
降
で
あ
る
。 

   
大六天神社・飯綱神社 八雲神社拝殿 
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勝坂式土器 
都立武蔵野郷土館所蔵       

   
        

       

      

⑲
勝
軍

し
ょ
う
ぐ
ん

地
蔵 

 

勝
軍
地
蔵
は
、
上
犬
目
、
安
養
寺
近
く

の
道
路
脇
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 
 

火
伏
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
信
仰
さ
れ 

て
い
る
愛
宕
（
あ
た
ご
）
神
の
流
れ
を
く 

む
も
の
で
、
室
町
時
代
後
期
に
は
、
こ
れ 

を
尊
崇
す
れ
ば
必
ず
勝
利
を
得
る
と
さ
れ 

て
い
た
。 

 

そ
の
本
地
仏
を
「
勝
軍
地
蔵
」
と
し
、 

こ
れ
を
愛
宕
大
権
現
と
称
し
、
武
門
守
護 

の
神
と
し
て
武
家
か
ら
崇
敬
さ
れ
て
い
た
。 

    

                        

権現様と勝軍地蔵 

顔面杷手付土器 
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⑳
犬

目
山

不
動
院

安
養
寺 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王 

寺
宝 

位
牌
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像 

 
 

 

観
音
堂
の
聖
観
音
像 

 
 

 

天
神
社
、
梵
鐘
、
六
地
蔵 

開
山 

頼
鎮
上
人 

開
創 

南
北
朝
時
代
の
永
和
年
間 

 
 

 

（
一
三
七
五
～
七
八
） 

 

慶
安
年
間
（
一
六
四
八
～
五
二
）
覚
玄 

阿
闍
梨
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
、
御
朱
印
十 

四
石
五
斗
を
賜
る
。
文
久
三
年
（
一
八
六 

三
）
に
堂
宇
悉
く
焼
失
し
た
。 

 

現
、
堂
宇
の
建
立
年
代
は
不
明
。
客
殿 

は
弘
法
大
師
一
一
五
〇
年
御
遠
忌
（
昭
和 

五
十
九
年
）
の
記
念
事
業
と
し
て
建
立
。 

 

本
堂
前
に
立
つ
弘
法
大
師
像
は
御
生
誕 

一
二
〇
〇
年
を
祝
い
、
興
教
大
師
像
は
大 

師
八
五
〇
年
の
御
遠
忌
に
建
て
ら
れ
た
も 

の
で
あ
る
。 

 

梵
鐘
は
昭
和
の
大
戦
に
応
召
し
還
ら
ぬ 

旧
鐘
を
追
慕
し
て
昭
和
三
十
九
年
に
鋳
造 

し

た
も

の
で

あ
る
。 

             

     

●
観
音
堂 

 
 

下
犬
目
の
観

音
山
か
ら
移

さ
れ
た
甲
観 

音
と
の
伝
承
を

も
つ
聖
観
音
像
が
安
置
さ 

れ
、
御
厨
子
に
は
天
保
十
五
年
（
一
八 

四
四
）
の
銘
が
あ
る
。 

          

勝軍地蔵祠 

安養寺本堂 

聖観音大菩薩 

武将の面ざし 

梵 鐘 
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●
塩
野
倉
之
助
の
碑 

 

川
口
困
民
党
指
導
者
。
文
政
七
年
（
一 

八
二
四
）
～
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
） 

 

十
月
一
日
、
下
川
口
村
唐
松
の
油
屋
と
呼 

ば
れ
た
豪
農
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

 

代
々
名
主
を
務
め
、
明
治
に
は
質
屋
を 

経
営
し
て
い
る
。
村
会
議
員
を
し
て
い
た 

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
折
か
ら
の
松 

方
デ
フ
レ
で
困
窮
す
る
村
人
が
ひ
よ
ど
り 

山
に
結
集
す
る
や
、
仲
裁
人
と
な
る
が
、 

九
月
一
日
、
警
察
の
家
宅
捜
索
を
受
け
る
。 

九
・
五
事
件
で
逮
捕
拘
留
さ
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
四
月
、 

犬
目
の
安
養
寺
に
、
困
民
党
首
領
・
塩
野

倉
之
助
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
。 

                
  

   

○
山
王
神

社 
 

安
養
寺
か
ら

少
し
西
に
行
き
、

左
の
小
高
い
丘

を
登
っ
た
所
に

山
王
神
社
が
奉

ら
れ
て
い
る
。

地
元
の
人
の
安

置
で
あ
ろ
う
。 

 

山
王
と
は
、

滋
賀
県
大
津
市

坂
本
の
日
吉
神

社
の
別
称
。
最
澄
が
、
大
和
国
三
室
山
の

大
三
輪
神
す
な
わ
ち
大
物
主
神
を
勧
請
し

た
と
き
、
中
国
の
天
台
山
国
清
寺
の
山
王

祠
に
な
ら
っ
て
神
号
を
山
王
と
奉
り
比
叡

山
の
守
護
神
と
し
た
の
に
始
ま
る
。 

 
塩野倉之助碑 

天神さま 

遠津御祖代々神霊 
（塩野倉之助墓） 
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◎
参
考
資
料 

・
犬
目
も
の
が
た
り
そ
の
歴
史
と
伝
統 

 
 

 
 

 
 

 

発
行 

 

遊
佐
順
子 

 
 

 
 

 
 

 

編
集 

 

奥
村
春
夫 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
大
日
本
地
名
辞
典 

・
倭
名
類
聚
抄 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 

八
王
子
仏
教
協
会
青
年
部 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
八
王
子
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
地
名
考 

・
武
蔵
名
勝
図
会 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

     

             

 

山王神社祠 山王神社 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 


